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Mon. ８：００～カンファレンス→オペ見学 セミナー オペ見学 or 婦人科外来
Tue. ８：００～カンファレンス→オペ見学 セミナー オペ見学 or 産科外来
Wed. ８：００～カンファレンス，９：００～婦人科外来 セミナー 分娩見学
Thu. ８：００～カンファレンス，９：００～産科外来 セミナー オペ見学 or 分娩見学
































LLETZ（Large Loop Excision of Transformation Zone：日本では LEEP），腹式または膣式単純子
宮摘出術，卵巣腫瘍摘出術，子宮内容除去術といった手術を見学させてもらいました。また上記の手
術においては少なくとも１回は手洗いをさせてもらい手術に参加させてもらいました。
外来：オーストラリアは GP 制度を採用しているので，GP からの紹介で診察を受けている患者さんがほと
んどでした。pap smear での abnormality の存在が疑われる患者に対しての診察，follow up の患者
さんが多かったです。先生が患者さんに許可を取ってくれて私も pap smear を実際に行わさせても
らったり，コルポスコピーで観察させてもらいました。オーストラリアでは pap smear は全ての女
性に対し行われるべきものであり，婦人科用のチャートには pap smear test 有無の欄があり先生が





















生に Baby ちゃんが託されました。母親は術中点滴で HARRT 療法がおこなわれていました。
外来：妊娠週数が～２０週，３６週～の妊婦さんに対し外来診察が行われていました。先生が妊婦さんに許可を
取ってくださり私が妊婦さんの血圧，胎児心拍数，子宮の大きさを測定させていただいたりしまし
た。オーストラリアでは満４０週が ECD（Elective Contraction Day）と決定され，その日が近い妊婦







がおられる病棟とは違う場所にある独立した ward で，IOL を受ける患者さん，分娩を行う患者さんがここ
に来られます。ここには９室の日本でいう LDR（Labor Delivery Recovery）がありました。帝王切開以外
の分娩はここで行われます。クリニックや病棟とは別に１日８時間の３シフト制で勤務されておられ常時５
人の助産師さんいました。分娩の妊婦さんには１人の助産師さんが，IOL の妊婦さん２人に１人の助産師が

































































Cairns Base Hospital はオーストラリアのクイーンズランド州ケアンズ市内にある３５０床ほどの Public
Hospital です。半径２５０km ほどの範囲，また周辺の島々の HealthCare をカバーしている病院なので常に満
床，ヘルニアにおいては手術が３年待ちといった状況でした。産婦人科においても，卵巣腫瘍摘出などは３




人科の Top Director は，１０年勤続のご褒美で２ヶ月間の休みを取っていたそうです。この休暇制度の日本と
の大きなギャップに大変驚くとともに，ハードな勤務の中で，休みを取ることの重要性を国民みんなで意識
していると感じました。
産婦人科について述べると，レジスターの先生が１４名で内３名が男性，その他が女性という私にとっては
大変頼もしい状況でした。中には孫もいる先生もおり，もちろんオペもバンバンこなしていました。大変忙
しい勤務の中でも先生方は大変イキイキしておられる表情をしていて，それがすごく印象的でした。Clinic
においても，病棟においても，Birth Suite においても，看護師・助産師さんたちとのコミュニケーション
がたいへんうまく取れているように思え，実際に聞いてみると，この病院は本当にうまくいっているケース
だということでした。先生方の連携も実に素晴らしかったように思います。
今回の経験で感じたことは，まず国が違うと国民の医療に対する考え方も大きく異なるということです。
医師も患者さんも，日本は良く言うと，‘繊細’悪く言うと‘考えすぎ’，オーストラリアは良く言うと‘お
おらか’悪く言うと‘てきとー’というのが私の感想です。何人かの方に，『日本は電子カルテだし，患者
さんを待たせないし，本当に良い医療システムを持っているよね』と言われました。《隣の庭は青い》でしょ
うか。
当初の気持ちとは裏腹に６週間があっという間に過ぎてしまい，まだまだ滞在していたかったです。
今回，選択実習期間において海外で行うことを許可してくださったことを本当に感謝しております。人生
の中で最高の経験をすることができました。
お力添えをしてくださったすべての方に感謝致します。
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